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献献呈呈

万能なる神 

יהוהיהוה

天にましますわれらが父に、 

そして神の情けを知るすべての人の平穏のためにこれを捧げます。 
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序序言言

この著作は、この困難な時代に良き報せをもたらします。 

気候変動危機は現在、人類にとっての究極の脅威であり、こ

れまでに人類が直面したどの脅威よりも危険なものとして認

知されています。史上初めて、人類の存続が終焉する兆しが

見えてきています。 

このぞっとするような悟りとともに、心配する必要がないほ

どずっと遠い未来に起こるであろうと私たちが信じきってい

た天からの審判が、現実的な心配事となりました。しかし、

こうして危険が私たちに迫ってきたことで、生活に対する過

去の安心感や確信といったものは、私たちを安楽に感じさせ

てくれる効力を失いました。 

この本は、人類がこうした局面に到達するであろうことを、いかに天

が長期間予期していたかを説明します。信条や宗教ではなく、人類が

必要とすることにより、すべての人々に救いがもたらされるというこ

と、そして、これまで怒りをもって戻るものとして残酷に表現されて
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きた万能なる神が、実は喜んで私たちの助けの叫びに応えてくださる

ことを示します。 

気候変動危機は痛みをもたらすでしょうが、神による神聖な救助のお

かげで私たちが生存し繁栄する間にも消滅するでしょう。 



~ v ~
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第 1 部 

—

確信をもてる理由 
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ははじじめめにに

子供の頃、私たちは皆、助けを求めたものです。それは迷子

になったり、川に落ちたり、あるいは難しすぎることに挑戦

した時のことだったかもしれません。助けを求めると、お父

さんやお母さんが助けに来てくれたでしょう。 

現在人類は、対処不可能なほどの困難に直面しています。さ

きほどの子供のように私たちも怯えており、助けが来ないと

押し流されてしまうでしょう。人類という集団として、私た

ちにも助けを呼ぶことができる父がいます。そして彼は私た

ちを助けに来てくれるのです。 

ですから、私たち全員が恐怖を取り除くための励みとなるのがこの本

なのです。以下に続く章では気候変動危機について軽く触れ、続いて

助けを求めるというのは一体どういうことなのか、助けを求めるのは

誰なのか、そして私たちの将来には何が待ち受けているのかについて

考えます。将来にはゆゆしく、また素晴らしい時が待ち受けています。 
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夜夜明明けけ……

地地平平線線上上にに見見ええるる暖暖色色のの雲雲

新たな始めという明るい展望に満ちた 21 世紀が到来し、過去を振り

返ってみると、私たちがどれだけのことを達成したかが明らかになり

ました。2 つの世界大戦を生き延び、核兵器戦争を回避し、病気を抑

制することを学びました。ある程度の時間さえあれば、時折生じる自

然大災害からでさえも回復することができました。 

しかし私たちは、まったく別で世界規模の問題がある事にも徐々に気

づきました。以前は豊作の穀倉地帯であったオーストラリアでの過酷

な干ばつ、どんどん融け続ける氷河、そして怒り狂ったように振る舞

う天気のニュースは、科学者が長年知っていたことを明らかにしまし

た。つまり、世界の気候自体が危機に陥っているということを。 

その問題はあまりにも想像を絶するため、しばらくはその重大性がな

かなか把握されませんでした。私たちは、自分たちの世界は安定した

ものであると常に思い込んでいましたが、地球上の気候システム全体

が暴走してしまうかもしれないという考えは、非常に恐ろしいもので

した。 
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産業革命中に私たち自身がこの危機の種を蒔いたという実感がまた、

私たちの平静を乱しました。私たちがこの危険に気づくのには 200 年

以上も要し、その期間私たちのライフスタイルが問題を悪化させまし

た。この事実による衝撃は、私たちの意思決定能力に対する自信をこ

れまで以上に傷つけたのです。 

遅遅いい出出発発……

この後におとずれたのは安易な安心感でした。環境に生じた

変異は、地質年代的な規模からいうとほんの一瞬にすぎない

ものの、それにもかかわらずその過程は私たちの目にはゆっ

くりしたものに映りました。 

私たちは気候の変動に慣れてしまったのです。より深刻化す

る熱波や洪水は季節ごとに目の当たりにする驚くべき出来事

と化し、私たちの領地の中を通って移動するめずらしい動物

の群れのようにとらえられたのです。私たちにとってそれは

厄介なものの、心配は不要なことのように見えました。 

その後極氷の凍解、到来しなかった雨季や大嵐について何度

も耳にするようになりましたが、特に切迫感はありませんで

した。結局のところ、これは物事がめまぐるしく変化するこ

とに慣れた社会にとって、もう一つの現状にすぎなかったの

です。 
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しかし何か別のことが起きました。気候がこれ以上悪化する

のを防止することに責任を取ろうとする人たちが現れ始めた

のです。親切な心の持ち主たちはあらゆる努力を尽くすこと

を促しましたが、これは自分たちの生命に関する恐怖からで

はなく、苦痛にもがく惑星に対する親身な懸念によるもので

した。これは人間の性質の美しい一面でした！物事を取って

ばかりだった私たち人類は、自分から与えるようになったの

です。 

……突突然然のの悟悟りり

しかし、こうした素晴らしい努力は十分ではありませんでし

た。私たちは、予期することも理解することも不可能な何物

かと戦っていたのです。そして毎年のように生じる変動は、

それまで気候に対して持っていた私たちの知識を書き換えて

いきました。もはや「根本的な原因」なるものは存在しませ

んでした。気候変動ははるか前に自己補給のプロセスを開始

しており、私たちの生活パターンを改革するにはあまりに産

業的すぎました。科学者と良識ある何百万人もの一般市民の

両方が、先に待ち受ける巨大な課題を見つめ、その全体像を

はっきりと認識しました。 

2000 年の時点でその先 10 年の気候変動の全容を認識していたとすれ
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ば、私たちは驚愕したことでしょう。新しい 10 年が始まるに際し、

私たちはこの課題がより大きく問題化するだけでなく、それを無視す

ることが不可能になるであろうことを理解していました。「移動中の

群れ」のせいで、私たちが見晴らし良く安全にものを見渡せる場所が

なくなるでしょう。これは戦争や金融危機とは異なります…この危機

は強力で油断を許さず、私たちの手に負えるものではありません。こ

れはあらゆる将来の危機の中でも最悪のもので、致命的なものなので

す。 

私たちが生き延びるとするならば、私たちの創造者からの早急な助け

が必要になるでしょう。 
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神神のの介介在在

救救助助のの源源？？

地球の創造者なら、間違いなく問題修復の力が十分あるでしょう！と

はいうものの、万能なる神を巻き込むことについて、人々は複雑な感

情を抱くのです。 

不不安安

この懸念は、これまで宗教が熱烈に説いてきた「終焉」につ

いての考えに関わっています。神の最後の介在を恐ろしいも

のとして描いていない信仰は、まずないに等しいでしょう。

そのため多数の人が、次のような考えから、気候変動危機は

神の思し召しの一部なのかもしれないという結論に達しまし

た。 

「「聖聖書書はは世世界界のの終終焉焉ががそそののよよううななももののででああるるとと説説

明明ししてていいまませせんんかか？？ハハルルママゲゲドドンンでではは？？審審判判のの日日

でではは？？」」

彼らは、環境崩壊が、神が不信者を壊滅させる前の意図的な

気晴らしなのかもしれないと心配します。こうした考えは、
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誰が神の目に適うのかという恐ろしい質問を投げかけ、そし

て次のような絶望的な質問を促します。 

「「私私はは十十分分にに良良きき人人ででああっったただだろろううかか？？神神ははいいずず

れれににししろろ私私をを救救っっててくくだだささっったただだろろううかか？？何何ををもも

っってて「「唯唯一一のの真真のの宗宗教教」」とと言言ええるるののかか？？どどううすすれれ

ばば分分かかるるののかか？？何何をを信信じじれればばいいいいののだだろろううかか？？」」

私たちが助けを必要としているにもかかわらず、次のような

恐れから、お願いを乞うことができない人がいます。 

「「ここれれはは、、環環境境的的なな原原因因のの代代わわりりにに神神ななるる創創始始者者

にによよるる私私たたちちのの終終焉焉をを招招くくよよううななももののででははあありりまま

せせんんかか？？」」

気候変動危機だけでも十分大変なのに、神による助けを最も

必要としているときに、神ご自身が私たちを見放されると想

像しただけでも、無情で衝撃的な拒絶感を覚えます。 

回回復復

しかし、私たちが地球を近視眼的に管理してきた結果として

地球が苦しみにあえぐこととなり、私たちの生活は危険にさ

らされ、審判に対する心配が生じました。こうした状況こそ
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が、神の名声にかかる霧を聖霊が折よく取り払うように促し

たのです。 

「終焉の時」という考えは、2,000 年近くにもわたりずっと間

違って表現されてきたのです。万能なる神は私たちが救済の

ために一生重圧を感じることをお望みではありません。バベ

ルのように複数の宗教が混在し対立する中、恩恵への道を隠

し、無情であるという神の評判は、覆されました。 

この危機的な時期は、誤った教えが散逸し、古く、一時はよく知られ

ていた真実が再び現れるという啓発の時でもあります。その新鮮な明

瞭さと共に、万能なる神とその介在に関する真実は、それが単純で同

時に美しいものであることを示しています。 



~ 1 1 ~

霧霧をを取取りり払払うう

あらゆる宗教が、神を無情で報復的なものとして描いて来ました。そ

れらの宗教は、神の介在は、限られた選ばれし者のみが生存できる

「ハルマゲドン」の燃えさかる火を意味すると教えています。こうし

た誤った説教により、幾世代にもわたる人々が神による突如の殺戮に

怯えて過ごすことになりました。 

その結果、キリスト教徒の中には世界中の出来事を「黙示録」と照ら

し合わせて評価する人が出てきました。彼らは、神の怒りの鉢、「黙

示録の四騎士」、そしてハルマゲドンの大戦の前兆の証拠を探し求め

ます。時間の流れの中で私たちがどこにいるのかを暗示する「隠され

た」標識を探すことで、彼らは神の到来の準備をし、偉大な日がおと

ずれる前に神の恩恵を被ることを確かにしようと望んでいます。 

タタイイミミンンググ……

しかし黙示録の出来事はまだ起こり始めていません。使徒ヨ

ハネの著作であるこの黙示録では、次のように言われていま

す： 
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わわたたししはは霊霊感感にによよっってて主主のの日日にに来来てていいたた
[[11]]

黙示録  1:10 

この主の日というキリストによる地球の支配は、未だに始ま

っていません。それに先立ち、天と地の前にして行われる偉

大で紛れのない戴冠の行事があるため、誰もが私たちが新た

な時代に突入していることを理解できるでしょう。 

そのビジョンにあるものすべては、その以前ではなくキリス

トの統治下に起こります。怒りの鉢はまだ注がれておらず、

ラッパも吹かれておらず、それぞれが持つ役目の条件が整っ

ているにもかかわらず、四騎士はまだ乗り出していません。 

サインの探索や唐突に壊滅されることへの恐怖のすべてには、正当な

理由がなかったのです。恐怖を抱いていたハルマゲドンが次に発生す

る偉大な出来事であるはずはありません。 

突突然然のの審審判判？？

これにも動じず、「不信者」が油断しているところに「当然

与えられるべき審判」を受けさせるために、天からの「突然

の攻撃」が起こるであろうと恐れる人がいます。これを正当

1  日本聖書訳：「ところが、わたしは、主の日に御霊に感じた。（原文（KJV））」 
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化するために、彼らはイエス自身の言葉を福音書から引用し

ます。 

「「そそのの日日、、そそのの時時はは、、だだれれもも知知ららなないい。。天天使使たたちちもも

子子もも知知ららなないい。。父父だだけけががごご存存じじででああるる」」

マルコによる福音書  13:32 

しかし、天の時計が真夜中を知らせるチャイムを鳴らすと同

時に突然に攻撃することを意味するのではなく、この聖句は、

単に万能なる神が私たちの行動をたいへんよく予想していら

っしゃることを意味します。神は私たちが神に助けを求める

であろうことをご承知で、我々の欠点だらけの性質がこの段

階に到達するまでにどれだけ長くかかるかを、その正確な日

付までご存知なのです。また、どの特定の危機によって私た

ちが駆り立てられるかまでご承知だったのです。 

時時間間のの系系列列ででははななくく、、出出来来事事をを基基準準ととすするる

神の介在の前に、真に重大な事が先行しなければなりません。

そうでなければ、神は過去 1,900 年の間のいつでも介入する

ことができたはずです。それは、地上で発生し、一般市民が

目にすることのできる何か重要な出来事でなければなりませ

ん。それにより、彼らは神の介在に目的があったことを理解

することができるでしょう。 
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Fig 1 ヨハネの黙示録の預言の出来事
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気候変動危機は、まさにその出来事に相当します。これまで

に私たち人類が直面した危険で、これほどその存続自体を脅

かすものはありませんでした。多数の優れた頭脳の持ち主が、

私たちが悲劇的な結末を回避するためになせることはもうな

く、もはや物事が展開するのを見つめるしかないと宣言して

います。自己救済の希望がなくなった今、最後の術として私

たちは助けを乞わなければなりません。しかし、それをいつ

行うかは私たち次第なのです。 

よよりり広広範範的的なな前前後後関関係係

全能なる神がなぜ今、単に介入してくださらないのかと感じ

る人がいます。この危機は確かに由々しき事ではありますが、

それ自体が私たちにより深く関わりのある前後関係におかれ

ているということが、この遅れの理由なのです。 

全人類が壊滅に直面している最中にはそのような理由は信じ

がたいかもしれませんが、この前後関係は人類のほかならぬ

この歴史を説明し、私たちを救済すると共に再び同じ状況が

私たちにふりかかることがないよう保証してくれるのです。

そうすることでこの背景は、これまで何世紀にもわたる宗教

の教義が私たちから隠してきた、息をのみこむほど慈悲に富

み親しみやすい神を示してくれるのです。 
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これまでの人類史のテーマとも言えるこの単純でかつ包含的な前後関

係は、聖書の創世記のいちばん最初にはっきりと述べられています。 
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聖聖書書ののテテーーママ

人人類類はは神神ななししにに

生生ききるるここととががででききるるののででししょょううかか？？

聖書は人類の未完成の歴史です。神の保護のもとに私たちが遂げた進

歩の叙述となるはずでした。残念ながら、それは私たちの最大の過ち

の物語となってしまいましたが、それは私たちの回復の物語でもあり

ます。そのテーマが、なぜ近いうちに神が介在するかを説明してくれ

るのです。 

完完璧璧なな始始ままりり……

最初の 2 人の人間が創造され、多数の人にエデンの園として

知られる神の加護のもとに生活していた時のことです。全て

は完璧でした。彼らは神の助けと忠告や優れた健康に恵まれ、

地球全土が授かりものでした。 

あらゆるよいものに囲まれたアダムは、「よくない」ものが

どのようなものなのかを考え始めました。神は、そのような

知識を持つと彼の中に抑えきれないほど大きな葛藤が生じる

ことになるため、そうしないように進言しました。 
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アダムを助けるために、神は、彼の心が再びそれた際にその

危険性を思い起こさせてくれる善悪の知識の木を示しました。

その木を見つめると彼は啓発され、神の忠言を思い出すこと

ができ、それから目をそむけると、心が危険な考えから離れ

ることができるのです。 

……独独立立

しかしエデンの天使の監督者は、アダムとイブに、神が彼ら

の成長を妨げているのだと信じこませました。彼は、 

「「22 人人はは独独立立をを選選択択すすれればばいいいいののでですす」」

と言いました。そうすると、彼ら自身が神のようになれるで

しょう。 

自分たちが神の保護を敬遠することの愚かさに彼らは気づき

ませんでした。自分たちの生命が神に依存しているという事

実にも気がおよびませんでした。こうして彼らは独立を選び、

エデンを離れ、その世界で自分たちに関する権限を行使する

ようになりました。こうして「自由」になった彼らは、指揮

者として誰の命令にも従わなくなったのです。 
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ああるる質質問問……

これに対し、全能なる神はなぜ 2 人を単に抹殺し、従順な人

間をもってこの世を再出発させなかったのか、疑問に感じて

いる人が中にはいます。 

「「神神ががそそううななささるるここととがが正正当当だだっったたははずずでではは？？

そそううすすれればば、、何何千千年年ににももわわたたるる難難儀儀をを回回避避すするるここ

ととががででききたたののでではは？？」」

そのような行為がなされたとしても、同じことが再び発生す

るのを防ぐことはできず、この問題に対して神の主張を立証

することもできなかったでしょう。また、天に属するもので

あるか人間であるかにかかわらず、神の姿に似せて創られた

創造物の中でこれまでに死んだものはまだいませんでした。

それに加え、神は彼らの父であり、父が自分の子をこれほど

冷淡に始末してしまうことはありません。 

さらに、神のアダムに対する忠告は処罰の脅しではなく、独

立することの結果についての警告だったのです。この反抗は、

とても若い創造物によるたった一つの過ちでした。他に犯し

た些細な間違いからアダムが教訓を得たように、この場合で

も教訓を得て立ち直ることが可能でした。 
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そのために、神なくして彼らが生存することは不可能である

という警告を神が喚起したのです。そのうえで、アダムが耳

を貸さなかった助言をアダムの子孫が経験を通して学ぶよう

に、神は 2 人に自分たちの道を歩ませたのです。 

私たちが生存のために神を必要としていることを理解することが、私

たちの存在における全般的なテーマだったのです。この問題は、自身

の安全のために解決されなければなりません。 

これまで言われてきたように、私たちが悟りを得たその瞬間に、単に

何百万人もの人々を滅ぼすために神が再来するというのであれば、こ

れは何の真実を示すことにもなりません。それとは対照的に、神の意

図は、私たち人類が総じて教訓を得、その学習から利益を得ることな

のです。 

学学習習ととキキリリスストトのの再再来来

この目的のために、神はイスラエル国と、後には 1 世紀の救

世主の両方をその時代の手本としてお定めになりました。こ

れらを予期して神は、アブラハムによるイサクの犠牲、過越、

そしてソロモン王などの預言的な出来事を歴史のいたるとこ

ろに設定なさいました。そのため、これらの出来事が起きた

際に、両方とも神の手はずにより現れたのだということに
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人々が確信をもてるのです。それぞれが、この世における神

の足がかりとなりました。 

それ以来の神の意図は、審判の時に備えて私たちの自信を高

めることで、アダムが助言として受け入れようとしなかった

ことを経験を通じて私たちに教示してくれるような「重大事」

が発生した際に、私たちが懇願すべき対象となる神を認知し、

信頼することができるようになることです。その後は、長年

待ち望まれていたメシアの再来が、私たちの回復において 3

度目で最後となる足がかりを用意してくださいます。 

重重大大事事

キリスト教生誕後の歴史は波乱に満ちたものでしたが、私た

ちは「審判の時」をずいぶん長く待ってきました。私たちが

気候変動危機の種を蒔いたのは 17 世紀になってからのことで、

それが私たちの滅亡に導くことに気がついたのは、それより

も更に後のことでした。 

それにもかかわらず、未だに私たちは神を必要としているこ

とを認めず、神が私たちの救済のために待ち受けていらっし

ゃることも認めていません。私たちが独立したことや神を不

正確に代弁したことが、私たちに神を忘れさせる原因だった

のです。 
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これを予期して神は、私たちが救済を必要する時期にあわせて、預言

者という支援を用意して下さいました。これは人類が独立した時代の

最後の預言者で、人類を救済のために神に向かわせるためのものです。 
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最最後後のの預預言言者者

人人類類がが独独立立ししたた時時代代のの最最後後のの預預言言者者

最初の使徒の時代から何世代もの時間が経過し、その間には神による

導きも預言者もありませんでした。それには正当な理由があるのです。

キリストの時期以降、私たちはもはや律法のもとではなく、受けるに

値しない神の情けのもとに生活しています。使徒パウロは次のように

述べました。 

ここううししてて律律法法はは、、わわたたししたたちちををキキリリスストトののももととへへ導導くく養養

育育係係ととななっったたののでですす。。わわたたししたたちちがが信信仰仰にによよっってて義義ととささ

れれるるたためめでですす。。……ししかかしし、、信信仰仰がが現現れれたたののでで、、ももははやや、、

わわたたししたたちちははここののよよううなな養養育育係係のの下下ににははいいまませせんん。。

ガラテヤ  3:24-25 

使徒ペテロは次のようにも述べました。 

「「わわたたししたたちちもも，，そそのの人人たたちちとと同同じじよよううにに
[[22]]
，，主主のの過過分分のの

ごご親親切切
[[33]]
にによよっってて救救わわれれるるここととをを頼頼みみととししてていいるるののでですす」」

使徒言行録  15:11 

2  弟子たちの  (使徒言行録  15:10)

3  日本聖書訳：主イエスのめぐみによって原文（KJV）） 
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許しを与えられているときに審判が行われることは有りません。神と

の良き関係をいかに築くかを、イエスご自身が私たちに教えて下さい

ました。この時代を良きものにするのに必要なものはすべて揃ってい

ました。私たちはこれ以上の指導も要らなければ預言者も必要としま

せんでした。 

唯唯一一最最後後のの預預言言者者のの必必要要性性

しかしこれは、次の創世記で問題とされる点を復活させる

「重大事」、すなわち気候変動危機が生じるまでの話です。 

「「人人類類はは神神ななししにに生生ききるるここととががででききるるののででししょょうう

かか？？」」

気候変動危機を遅らせたり予防することはできません。エス

カレートしすぎたために、技術によって解決することはでき

ないのです。それを緩和するのに必要な計り知れない力が私

たちにあったとしても、それをどのように使っていいかがわ

からないでしょう。この危機は落ち着くまで猛烈に展開し、

人間が居住できなくなる点をはるかに超えたところまで急速

に進行するでしょう。 

これは「宗教的」な観点ではありません。著名な科学者たち

が、私たちがより強力な勢力の傍観者と化したことを認めて
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います。つまり、創世記の質問の答えが出たのです。私たち

は「終盤」の地点をすでに通過しており、それが行き着くと

ころにもはや疑念はありません。私たちは、「3 手で詰み」の

段階に到達しているのです。 

人々が危機に直面すると、助言を求めるものです。しかしこの場合に

人類に与えることができる助言は、効果のないものばかりでしょう。

しかし、私たちを救うことができる助言があります。それは私たちの

時代の最後の預言者から発せられるものです。 

最最後後のの預預言言者者

逆説的なことに、最後の預言者は地であり、気候こそがその

声なのです。神は、神の忠告を私たちを脅かす災難そのもの

に定めたのです。 

人類が成したことすべての目撃者である地 ― 神が次のよう

におっしゃったときに、人類が保護することを誓ったその

地： 

「「子子をを生生んんでで多多くくななりり，，地地にに満満ちちてて，，そそれれをを従従わわせせ

よよ」」

創世記  1:28 
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これが私たちに反対する証言者なのです。私たちが神への約

束を守らなかったことを証言するだけでなく、神が提供して

くださった住処を、神の創造物にとって危険な場所に変えて

しまったことを明らかにしています。そしてふさわしいこと

に、私たちは意識していないかもしれませんが、気候もまた、

この問題を私たちの生存の鍵として創世記で提起しています。 

すべての預言者のように、それは私たちの行動の結果として

生じたものです。すべての預言者のように、それは審判のメ

ッセージを明言するものです。それは私たちに個人的に反対

するものではなく、神なしに生存しようとする私たちの能力

に反するものです。しかし、以前の預言者とは違い、このた

びの預言者を黙殺することも、疑うことも、無視することも

できません。 

これが、このメッセージに必要とされる唯一の預言者であり、私たち

が神から独立しようとすることの無意味さの完璧な証言なのです。そ

れは人間の声よりもより効果があり、言語、知性、地位や信条の違い

を超えて生きる者それぞれの心に直接語りかけます。連鎖的変動の性

質をもつこの危機は、私たちが何世代も前に向き去った神に向かうま

で「説き」続けるでしょう。 
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まさにこの理由から、イエス・キリストは放蕩息子の実例を教えてく

ださったのです。 

放放蕩蕩息息子子

若若者者がが父父親親にに、、彼彼ががももららううここととににななっってていいるる財財産産のの分分けけ

前前をを求求めめたた。。彼彼はは遠遠いい国国にに旅旅立立ちち、、そそここでで放放蕩蕩のの限限りりをを

尽尽くくししてて、、財財産産をを無無駄駄遣遣いいししててししままっったた。。つついいにに困困窮窮しし

飢飢ええたた彼彼はは、、父父ののととこころろにに帰帰るるここととににししたた……

ととこころろがが、、ままだだ遠遠くく離離れれてていいたたののにに、、父父親親はは息息子子をを見見つつ

けけてて、、憐憐れれにに思思いい、、走走りり寄寄っってて首首をを抱抱きき、、接接吻吻ししたた。。息息

子子がが後後悔悔をを述述べべるる間間、、父父親親はは慎慎みみなないい歓歓びびをを口口ににしし、、息息

子子ととししてて彼彼をを大大喜喜びびでで迎迎ええ入入れれ、、息息子子のの帰帰郷郷をを豪豪華華にに祝祝

福福ししたた。。

ルカによる福音書  15:11-32 

（要約） 

人類こそが放蕩息子なのです。最初の 2 人の人間を通じて、

私たちは、地という私たちの分に相当する財産を獲得しまし

た。私たちは独立して生活してきましたが、離れたままでは

生存できないことを認めるまで、そのような生活が続くでし

ょう。私たちが天にまします父に戻る時、神は神を信じない

者を虐殺することはせず、私たちが彼のもとに帰還すること

を歓び、走り出て私たちを迎え入れてくださるでしょう。 
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しかし、神に向かうことは、次のようなよく知られた問題を提起しま

す。 

「「誰誰がが私私たたちちをを神神にに導導いいててくくれれるるののででししょょうう？？そそししてて

多多々々ああるるううちちののどどのの教教会会がが、、万万能能ななるる神神のの代代弁弁者者ななののでで

ししょょううかか？？」」

私私たたちちはは誰誰にに従従ええばばよよいいののででししょょうう？？

最後の預言者は、いかなる特定の人種、宗教、伝道者や国家

をひいきすることもなければ、推薦することもありません。

従って、最後の預言者は不和を生じさせることはなく、信条

に関係なくどの人にも平等に訴えかけます。 

この地上で従うべき人物や、私たちの仲介役となる教会は他

にありません。悟りと救助の時はあまりに重大なので、その

ような混乱を許す余地がないのです。 

その代わりに、最後の預言者は私たちの請願を直接天にまします万能

なる神に差し向けてくださいます。そして神には特別な態度で接しな

ければなりません。 
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私私たたちちのの接接しし方方

神を愛する者は、主の祈りに忠実に従い、この地で神の意志が成され

るように祈りました。最も高潔な心の持ち主が請いましたが、神の王

国は実現しませんでした。気候変動危機に対してさえも、これらの祈

りが神の介在をもたらすことはありませんでした。 

この沈黙は、祈るものの信仰が足りなかったからではなく、特別な罪

を犯したからでもありません。心をこめた祈りはもちろん貴重ですが、

組織宗教が天の来るべき介在に際して果たす役目はありません。神は

特別な祈りをお待ちです。そしてそれは宗教でも、良き心を持つ者に

よる信仰の問題でもありません。善と悪の問題でさえもなく、権威の

問題なのです。 

権権威威のの問問題題

最初の人間であるアダムが独立を選択した時、彼は自分の子

孫がおかれる方向と福利への責任をもつことになりました。

人間は、地上で神がおかれるべき地位を独占したのです。 

それぞれの国家が、その権威でその地方にあたる部分を引き

継ぎ、歴史を通じて支配者が国家の全住民を代表してきまし

た。聖書は支配者をリーダーとして尊敬すべき「上位の権威」
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として表現しています。これについて使徒パウロは次のよう

に明確に述べました。 

すすべべててのの魂魂はは上上位位のの権権威威にに服服ししななささいい。。神神にによよららなな

いい権権威威ははなないいかかららでですす。。存存在在すするる権権威威はは神神にによよっってて

そそのの相相対対的的なな地地位位をを許許さされれてていいるるののでですす。。ししたたががっっ

てて，，権権威威にに敵敵対対すするる者者はは，，神神のの取取りり決決めめにに逆逆ららうう立立

場場をを取取っってていいるるここととににななりりまますす。。そそれれにに逆逆ららうう立立場場

をを取取っってていいるる者者たたちちはは，，身身にに裁裁ききをを受受けけまますす。。支支配配

者者たたちちはは，，善善行行ににででははななくく，，悪悪行行ににととっってて，，恐恐れれるる

べべききももののととななるるののでですす。。

そそれれでで，，ああななたたはは権権威威にに対対すするる恐恐れれをを持持たたなないいででいい

たたいいとと思思ううののでですすかか。。善善をを行行ななっっててゆゆききななささいい。。そそ

ううすすれればば，，ああななたたははそそれれかからら称称賛賛をを受受けけるるででししょょ

うう。。そそれれははああななたたのの益益ののたためめのの神神のの奉奉仕仕者者だだかからら

でですす。。ししかかしし，，ももししああななたたがが悪悪をを行行ななっってていいるるののでで

ああれればば，，恐恐れれななささいい。。そそれれははいいたたずずららにに剣剣をを帯帯びびてて

いいるるののででははなないいかかららでですす。。そそれれはは神神のの奉奉仕仕者者でであありり，，

悪悪をを習習わわししににすするる者者にに憤憤りりをを表表明明すするる復復ししゅゅうう者者なな

ののでですす。。

ローマ  13:1-4 

これが、慈善の心に富んだか無慈悲であるかにかかわらず、

すべての国の支配者の道なのです。この証拠として、ユダヤ



~ 3 1 ~

の国家が反乱に満ちていた時期に、使徒ペトロは次のように

忠告しました。 

人人間間のの規規則則すすべべててにに，，主主ののたためめにに服服ししななささいい。。上上位位

者者ととししててのの王王にに対対ししててででああろろううとと，，ああるるいいはは，，悪悪行行

者者をを処処罰罰しし，，善善行行者者ををほほめめるるたためめにに王王かからら遣遣わわさされれ

たた総総督督にに対対ししててででああろろううととそそののよよううににししななささいい。。……

ああららゆゆるる人人をを敬敬いい，，仲仲間間のの [[精精神神的的なな]]兄兄弟弟全全体体をを

愛愛しし，，神神をを敬敬いい，，王王をを敬敬いいななささいい。。

ペトロの手紙一  2:13-17 

ここで言う当時の「皇帝」とは、あの恐るべきネロだったの

です！ですからパウロと後にペトロが述べた忠告は、市民は、

誰が行使するにせよ権威に従うべきという点で一貫していま

す。 

現現代代のの権権威威

そして今日、各国で元首や国家のリーダーの両者が市民の上

位の権威を成しています。これら数百人の男女が地上のすべ

ての人を宗教のリーダーとは別の何らかの方法で代表してい

ます。これは、アダムがエデンにおいて万能たる神から奪い

取ったこの世界における権威全体を、彼らが集合的に代表し

ているからです。 
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われらの神聖な救助を祈らなければならないのはこの人たち

なのです。彼らの行為に対して意義を唱えることができるよ

り上位の権力はなく、彼らの呼びかけに反対する余地はあり

ません。歴史上初めて、アダムが創造者から奪いとった完全

な権威は、彼らの祈りを通じて天に向かって訴えかけるでし

ょう。 

信仰深い人たちにとってこれは不公平に感じられるかもしれませんが、

モーゼが紅海の海岸に立ったときのように、これは単に「立ち上がっ

て傍観する」時なのです。そしてこれを正当化する理由がある美しい

名前にあると気づいた時、彼らは自分たちが「傍観者」であったこと

を喜ばしく感じるでしょう。 
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……ままととめめ

この部では、何が将将来来起起ここるるかを説明しました。

多数の宗教が約束するのとは裏腹に、神の介在に

よる私たちの救済は、それを信じることが条件に

なっているのではなく、私たちを保護するという

神の偉大な目的の結果として起こります。 

第 2 部では、神が祈りに対してどのようにお応え

になるかを説明し、この世界中の保護を聖書にお

いて叙述される救済と比較し、神による神聖な救

助がどの程度にわたるものであるかを示します。 
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第 2 部 

—

私たちの祈りに応える 
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私私たたちちのの祈祈りりとと

神神のの反反応応

私たちの支配者たちが天に向かって呼びかけるとき、その中に信者で

ないものがいても、異なる名前の神に呼びかける者がいても、違いは

ありません。 

「アッラー」または「ヤーウェ」、 

「父」または「エホバ」 

— 唯一の万能なる神しか存在しません。神は名前に応じられるのでは

なく、地の全体の権威からの呼びかけに応じられるのです。 

戦戦慄慄

支配者の中には動揺する人もいるでしょう。彼らは、支援に

対して通常その代価があることをわきまえています。これに

は間違いなく金銭的なものが含まれ、自由の喪失もよくある

ことです。中には、支援の代償として助力者に権威を要求さ

れるという悲痛な経験を思い起こす人がいるかもしれません

が、彼らの窮状に対して同様に差し迫った懸念は感じません

でした。無力で卑屈に感じることになりそうな見込みは、緊

急事態と同様に不快なものとして感じられることがあります。 



~ 4 0 ~

しかし今回は、すべての支配者が統一されます。他人に弱み

を見せることや、強力な隣人の意思に耐えることの恥はあり

ません。しかし、神に呼びかけることが一種の降伏であると

いう懸念は不安に感じられるでしょう。彼らはよく知らない

力に必死に懇願し、何を予期していいのか知らないわけです

から、もっともなことです。 

安安心心

しかし、神の反応は協力的で安心させるものであり、いかな

る国家の経験からも異なるものでしょう。 

第一に、神の存在は世界中の空でいかなる人でも見ることが

できます。これが、彼らを脅かしてきた気候よりもはるかに

強力な力であることに、人々はすぐに気づくでしょう。彼の

力は明白ですが、仰々しいことはなく、計り知れないながら

も不自然であったり突出した様相を呈したものではありませ

ん。支配者は、紅海の水のように棚上げされた気候の身に迫

る脅威を一瞥し、彼らの願いによって現実となった力の背景

にある慈善心を感じ取るでしょう！ 

人々は、償うべき代価なるものは存在せず、これは降伏では

ないことにすぐに気づくでしょう。これが、私たちが長いこ

と無視してきたにもかかわらずすぐに応えてくださり、権力
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をお持ちであるにもかかわらず私たちにそれを強要するよう

なことはなかったという、彼の方です。彼の人による介在は、

人類の方向性そのものを変更してしまいました！これは、こ

のようなことを私たちが何世代も前に行っておけばよかった

と感じる事柄です。 

万能なる神はたいへん速く行動なさいます。神による介在は一回だけ

の出来事ではなく、過去の人間とのやりとりに即したものであり、こ

の日のために私たちを準備させるために歴史を通じていろいろな出来

事を設定してきたことを宣言することで、神は人間ひとりひとりの心

を落ち着かせます。人々はそれらを思い起こし、私たちが孤立したこ

とは一度もなかったと誰もがその瞬間に理解するでしょう。神は私た

ちが呼びかけてくるのをずっとお待ちでした。そして、私たちの救助

が彼の人の息子、すなわちメシアであるイエス・キリスト次第である

ことを宣言するでしょう。 

中には次のように考える人がいるかもしれません。 

「「そそれれなならら、、ななぜぜキキリリスストトごご自自身身がが私私たたちちのの呼呼びびかかけけにに

応応答答ななささららなないいののででししょょううかか？？」」

その理由は、この世界の支配者たちは万能なる神に助けを求めたので
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あり、その息子ではなかったからです。そしてその中には神を全く異

なる信仰を通じて崇拝する人がいるであろうからです。もし全世界が

メシアを天の慈善に満ちた権威として受け入れるならば、神ご自身が

メシアを私たちに紹介しなければならないでしょう。 

当然、多数の人が感じる大きな課題は気候問題の解決であり、彼らに

とってこのキリストの紹介は不必要なことに感じられるかもしれませ

ん。しかし、私たちが神の介在の前後関係を理解するにつれ、私たち

はそれが即座の救助以上のものであり、それにより神はすばらしい将

来への扉を開いてくださることがわかるでしょう。 

前前後後関関係係かからら見見たた神神のの介介在在

神の介在は単一の出来事ではなく、聖書のテーマに関する最

新のご支援なのです。キリスト教者の道という現在の足がか

りは、それ自体がヘブライ人国家という最初の足がかりから

発したのと同様に、その上にものを築くためのものです。 

そのキリスト教者の道の存続する前後関係は、イエス・キリ

ストご自身が、マタイの福音書の最後で次の言葉で明らかに

されています。 

「「わわたたししはは天天とと地地のの一一切切のの権権能能をを授授かかっってていいるる」」

マタイによる福音書  28:18 
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そのとき以来、天に向けられたそれぞれの祈り、神へのそれ

ぞれの呼びかけ、聖霊へのそれぞれの懇願は、天にまします

父上にかわってイエス・キリストが受理してくださいました。

キリスト教信者だけでなく、あらゆる信仰により万能なる神

を愛する者各人が、このほかならぬ神の息子によって保護さ

れ、十分に大切にされてきました。1,900 年の間私たちの呼び

かけに耳を貸してくださった今、私たちは、メシアが私たち

のことを十分に理解してくださっていると自信を持って感じ

ることができます。 

神ご自身の介在にもかかわらず、キリストのお役目の期間はまだ終わ

っていません。キリストの君臨という、私たちの回復における次の段

階は、これから始まるところです。世界のリーダーたちが、彼らの権

威を神に委ねる際には、彼らは同時にそれを神の息子にも委ねること

になります。これは神の介在の方法を説明し、キリストの生命におい

て新たな段階の到来を告げます。 

キキリリスストトのの役役割割

この時点では、地上のすべての権威は神に委ねられ、イエ

ス・キリストが以下の記述の通りになると、黙示録およびテ

モテ第一の聖句が実現されます。 
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「「王王ととししてて支支配配すするる者者たたちちのの王王，，主主ととししてて支支配配すするる

者者たたちちのの主主でであありり。。」」
[[44]]

テモテへの手紙一  6:15 

黙示録  17:14  &  19:16 

世界の支配者たちに、そして彼らのみに天に向かって呼びか

ける特権があるのは、まさにこの通りなのです。彼らの呼び

かけは、全世界を修復して導く権威をもつこの新たで美しい

キリストの呼び名を正当化するでしょう。 

黙示録は、次の言葉をもって、すべての創造物が神とキリス

トへの感謝を認める場となる初の行事としての戴冠式を記録

しています。 

そそししてて，，天天とと地地とと地地のの下下とと海海のの上上ととににいいるるああららゆゆるる

被被造造物物，，おおよよびびそそここににああるるすすべべててののももののががここうう言言うう

ののがが聞聞ここええたた。。

「「みみ座座にに座座ししてておおらられれるる方方とと子子羊羊ととにに，，祝祝福福

とと誉誉れれとと栄栄光光とと偉偉力力がが限限りりななくく永永久久ににあありりまま

すすよよううにに。。」」
[[55]]

黙示録  5:13 

4  「王の王、主の主」  (黙示録) 

日本聖書訳：「もろもろの王の王、もろもろの主の主（原文（KJV））」 

5  日本聖書訳：「…「御座にいますかたと小羊とに、さんびと、ほまれと、栄光と、権

力 とが、世々限りなくあるように」。」（原文（KJV）） 



~ 4 5 ~

地上からあがったこの満場一致の賞賛の叫びは、これまでに

一度も起こったことがありません。しかし、これは私たちが

救助されたことによる世界中の安堵の表現から生じるでしょ

う。 

そしてこの監督に関する件が速やかに解決され、万能なる神ご自身が

退出されると、新たな王による統治の開始が可能になります。そのと

きこそ、神聖な救助が開始できるのです。 
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神神聖聖なな救救助助

安安全全

私たちの新たな王の最初の優先事項は、私たちの呼びかけの理由であ

る気候変動をなだめることです。彼は既に一度、マタイによる福音書

に報告されるように、ガリラヤの海で悪天候を静めさせたことがあり

ます。 

イイエエススがが舟舟にに乗乗らられれるるとと，，弟弟子子たたちちははそそののああととにに従従っったた。。

ととこころろがが，，見見よよ，，大大ききなな動動揺揺がが海海にに生生じじ，，舟舟はは波波ををかかぶぶ

るるののででああっったた。。そそれれででもも，，イイエエススはは眠眠っってておおらられれたた。。そそ

ここでで弟弟子子たたちちははややっってて来来てて彼彼をを起起ここしし，，

「「主主よよ，，わわたたししたたちちををおお救救いいくくだだささいい，，わわたたししたたちち

はは死死んんででししままいいそそううでですす！！」」

とと言言っったた。。ししかかししイイエエススはは言言わわれれたた。。

「「ななぜぜああななたた方方はは小小心心ななののでですすかか，，信信仰仰のの少少なないい人人

たたちちよよ」」

そそれれかかららイイエエススがが起起きき上上ががっってて風風とと海海をを叱叱りりつつけけるるとと，，

大大ななぎぎににななっったた。。 そそれれでで人人々々ははすすっっかかりり驚驚きき、、互互いいにに

「「ここれれははどどうういいうう方方ななののだだろろうう，，風風やや海海ささええ

従従ううととはは」」
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とと言言っったた。。

マタイによる福音書  8:23-27 

気候があまりにすぐに落ち着くので、ほとんど些細なことに思われる

かもしれません。本当のところ、それは私たちにとって極めて重要で

すが、こちらの方がより劣った奇跡なのです。神が皆に見えるように

上空に現れたという事実は、その目撃内容が人間の性質の治癒を刺激

してくれるため、真に驚異的なことなのです。 
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神神聖聖なな救救助助

明明確確ささ

神の出現は、私たちに洞察力の明確さを与え、瞬時に多数の間違った

考えを一掃してくれます。 

神神のの証証明明

その日以降、誰もが疑いなしに神の存在を知ることになるで

しょう！このことは、生きる者全員の心に影響を及ぼすでし

ょう。突然、私たちは孤立しておらず、私たちに宿った偉大

な力が助けとなってくれるのです。さらに、生きる者全員を

保護することで、神は歴史上最大の論争のひとつを覆しまし

た。 

宗宗教教上上のの混混乱乱のの決決着着

宗教が神秘的で畏敬の感をもたらすことはなくなるでしょう。

各人が残存する他人を見て、なぜ孤立した彼らが地上の世界

を受け継がなかったのかを考えるでしょう。「唯一の真の宗

教」という不和を生みやすい考えは打倒され、自分たちが神

の「救済に導く門の守衛」であるとする彼らの仮定は消散し

てしまうでしょう。 
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天は代弁者をもたずに自己弁護するため、多数の人たちにと

って、彼らの宗教に対する恐怖は一晩のうちに消え去るでし

ょう。彼らが恐怖によって自分たちが信じていないことを受

け入れる必要は二度とありません。神は、神が私たちの中に

創造された自由意志を崇拝者たちが取り戻すことを可能にし

てくださるでしょう。 

自自由由意意志志

私たちの「独立時代」は、その名に値するものではありませ

んでした。人生は踏み車の擬態にすぎず、多くを約束するも

のの、満足させてはくれません。結果に繋がらない規律や期

待があまりに多くあり、それらは人生のすべての段階を支配

します。 

しかし、賄賂で買収したり脅すことができない慈悲深く賢明

な王が地上の権威をふるうようになった今、私たちは真の独

立を体験し始めるでしょう。私たちはキリストが被抑圧者を

招く際におっしゃった次の言葉を思い起こすでしょう。 

「「すすべべてて，，労労苦苦しし，，荷荷をを負負っってていいるる人人よよ，，わわたたししのの

ととこころろにに来来ななささいい。。そそううすすれればば，，わわたたししががああななたた方方

ををささわわややかかににししててああげげままししょょうう。。わわたたししののくくびびききをを

負負っってて，，わわたたししかからら学学びびななささいい。。わわたたししはは気気質質がが温温

和和でで，，心心ののへへりりくくだだっったた者者だだかかららでですす。。ああななたた方方はは
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自自分分のの魂魂ににととっっててささわわややかかななももののをを見見いいだだすすででししょょ

うう。。ななぜぜななららばば、、わわたたししののくくびびききはは心心地地よよくく，，わわたた

ししのの荷荷はは軽軽いいののでですす」」

マタイによる福音書  11:28-30 

神は、神に対する私たちの愛が強要されたものである場合、

それが本物でないことをご存じです。自由意志は私たちの贈

り物を価値あるものにし、私たちがそれを手放すように神が

お求めになることは決してありません。競争、向上のための

努力や外観による格付けなどの、私たちの時代の人工的な支

配のすべてに関しては、いずれは私たちの肩からその荷が落

ちるでしょう。その代わりとして私たちは心の自由を持ち、

それが私たちの発展の最適な基盤となるでしょう。 

混混乱乱ののなないい権権威威

大型の国家は小型の国家に対して常に影響力を持ってきまし

た。神の目では特別愛顧する国家はないということに各人が

気づくため、それは変化する可能性があります。すべてはそ

の上位に同じ神を持つことになるのです。財産、権力や資源

の豊かさによって神の好意を買収することはできません。優

れた動機は、王の中の王が最も価値あるものとする新たな金

となるため、「大きい」や「小さい」といった言葉は再定義

されなければなりません。 
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リーダーは、自分たちだけであらゆる問題を解決したり、自

分たちの限界について心配する必要はもはやありません。な

ぜなら、彼らは忠告と支援を王の中の王自身から得ることが

できるからです。彼らの成功が権力と商業に頼ることはもは

やありません。その代わりに、新たな王と一致して行動する

者たちは、イザヤのヘブライ人に対する報告にあるように、

国家が繁栄するでしょう。 

「「わわたたしし，，エエホホババはは，，ああななたたのの神神，，ああななたたにに［［自自分分

をを］］益益すするるここととをを教教ええるる者者，，ああななたたににそそのの歩歩むむべべきき

道道をを踏踏みみ行行かかせせるる者者ででああるる。。ああななたたががわわたたししののおおきき

ててにに実実際際にに注注意意をを払払いいささええすすれればば，，ああななたたのの平平安安はは

川川ののよよううにに，，ああななたたのの義義はは海海のの波波ののよよううににななるるででああ

ろろううにに。。そそししてて，，ああななたたのの子子孫孫はは砂砂ののよよううにに，，ああなな

たたのの内内ななるる所所かからら出出るる末末孫孫はは砂砂粒粒ののよよううににななるるででああ

ろろううにに。。人人のの名名ががわわたたししのの前前かからら断断ちち滅滅ぼぼさされれるるここ

とともも，，滅滅ぼぼしし尽尽くくさされれるるここととももなないいででああろろううにに」」

イザヤ記  48:17-19 

そうすることで彼らは、キリストの初期の統治下に無言で上

級の職務を離れた者たちについて理解し始めることができる

でしょう。 

これは、キリストの帰還を目にした王や支配者が、

自分の在職期間を完全に全うしたと感じるように
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なるからです。彼らは高級高官の職を離れ、自分

のための「川のごとき平安」を求め、長いこと待

ちわびていた神の案内が生命への道であり、すべ

ての創造物は最終的に同じ道をたどることになる

という理解をもって、それに従うことを選びます。 

信信仰仰ににおおけけるる明明瞭瞭

自己依存を続行することを選ぶ人たちがいる場合、それは本

人次第です。しかし、神の精神ともいえる神の性質から学習

することを選択した人たちは真の目標を追求していると見な

され、単に「宗教に慰めを求めている」とは見なされません。

メシア自身が私たちのための神の案内者だと誰もが知ってい

るため、神への愛はもはや哲学ではありません。初めて、世

界中で行われる崇拝に明瞭が存在するようになります。 

私たち皆が、崇拝は恐怖の問題でも罪悪感の問題でもなく、

神による私たちの発展という問題であることを理解するでし

ょう。神が自分の姿に似せて私たちをお創りになられたとき

の神の意図の真の意味を、私たちは理解するでしょう。そし

て私たちは哀願者ではなく、神が案内と保護のために神の性

質をお送りになった先の神の子であることを理解するでしょ

う。 
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神神にによよるる指指導導

初めて、この地で神による活発な指導が行われます。ずっと

勝手にされてきた人間の性質は、神の性質を支援と競争の両

方として持ち合わせるようになります。私たちを真の生活に

引き合わせてくれる「支援」、そして自己依存よりもよいも

のがあることを実証するための「競争」。神の性質は、一度

出現するとそのままここに残ります。自己に依存しなければ

ならないことは一切なくなります。 

キリストから学ぶということは、山上の垂訓で報告された福

音のように、自分の宗教に従うこととは全く異なるというこ

とを、私たちはすぐに理解するでしょう。 

群群衆衆ははそそのの教教ええ方方にに驚驚きき入入っってていいたた。。ななぜぜななららばば、、

権権威威ののああるる人人ののよよううにに教教ええてておおらられれ，，彼彼ららのの書書士士たた

ちちののよよううででははななかかっったたかかららででああるる。。
[[66]]

マタイによる福音書  7:28-29 

パレスチナで彼がお示しになったあらゆる親切心、あらゆる

励ましとあらゆるユーモアは、未だに彼の人格の一部となっ

ています。彼は、道のりの一歩一歩が私たちを活気づけると

6  日本聖書訳：「イエスがこれらの言を語り終えられると、群衆はその教にひどく驚い

た。それは律法学者たちのようにではなく、権威ある者のように、教えられたからで

ある。（原文（KJV）)」 
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いうことをご存じで、善の知識を悪と比較することなく、

人々を脅威ではなく親切心によって導かれます。 

これらの体得、すなわちこの洞察力の明確さは、神聖な救助の一部に

すぎません。それは将来への基盤を形成し、生きる者すべての心に直

接届きます。現在の時点からそこにたどり着くまでの道のりでは、個

人の審判だけでなく、信じることの期待さえもが要件とされることが

ありません。そして私たちが目的地に到達すると、過去には不可能だ

ったあらゆる偉大なことが可能になるでしょう。 
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神神聖聖なな救救助助

真真のの救救済済

私たち人類は絶滅から救われたものの、これは使徒によって説かれた

救済と同じではありません。気候変動からの私たちの救助は、善も悪

も区別なしに救われましたが、本当の救済は、後に神の真価を理解す

ることによって得られます。 

キリストによる統治はこれのみを目的とするもので、神の介在に対す

る私たちの感謝が心の中でまだ色あせていないうちに、それを踏み台

にすることです。気候変動危機は死の恐怖を各人にもたらしましたが、

私たちは永遠の生命が何であるかをご存じの方によって救助されまし

た。それは当初人間のものでしたが、神は再びそれを人間のために意

図していらっしゃいます。 

天にまします父のそばにいることの真の利点を示すことができるのは、

私たちの新たな王だけです。使徒ペテロは次のように述べました。 

「「［［イイエエスス・・キキリリスストト以以外外のの］］ほほかかののだだれれにによよるる救救いいはは

あありりまませせんん。。わわたたししたたちちがが救救わわれれるるべべきき名名はは、、天天下下ににここ

のの名名ののほほかか、、人人間間ににはは与与ええらられれてていいなないいののでですす」」

使徒言行録  4:12 



~ 5 6 ~

これにはそれなりの理由があります。なぜなら、イエス・キリストは、

父がいない人生は人生とは言えないことを、他の誰よりもよくご存じ

だからです。そのため次のように使徒に説明されました。 

「「わわたたししをを遣遣わわししたた方方はは共共ににいいててくくだだささいいまますす。。わわたたしし

をを独独りりだだけけににししてて見見捨捨ててたたりりははさされれまませせんんででししたた。。

子子はは，，自自分分かかららはは何何一一つつ行行ななううここととががででききずず，，たただだ父父がが

ししてておおらられれてて，，自自分分がが目目ににすするる事事柄柄をを行行ななええるるににすすぎぎまま

せせんん。。何何ででああれれそそのの方方ののななささるるこことと，，そそれれをを子子ももままたた同同

じじよよううにに行行ななううののでですす」」

ヨハネによる福音書  8:29 & 5:19 

私たちの王は、不死身であるにもかかわらず、人生における指導者を

失ってしまうので、父のもとを離れることが決してありません。彼は、

真の人生は肉体的でも精神的なものでもなく、私たちを繁栄させるこ

とができる方によって養育されることであると理解なさっています。

私たちが成長するのに、神の助けなしでは単に存在するだけになって

しまいます。 

そのため、私たちの主は、辛抱強く何百年もの年月をかけて、死と失

望に至る道としてごく最近に暴かれた独立から、私たち個人個人を優

しく遠ざけてくださるのです。彼は、私たちの父の保護のもとでの永

久の人生によってのみ可能な永久の発展へと導いてくださいます。私

たちの主による統治の終了が近づくにつれ、自分たちの限界からの救
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いを得られるでしょう。王の中の王は、以前の神による私たちの肉体

の神聖な救助を補完するため、私たちを精神的に救ってくださるでし

ょう。 

しかし、私たちの救済は、通常の意味が指す救助になることはまずな

いでしょう。キリストは、私たちの暮らし方と環境の両方を変えるよ

うに私たちを導いてくださるでしょう。キリストの統治が終わるとき、

人々が逃避として「安全な場所に救い出される」ことはありません。

なぜなら、全世界が美しく安全になっているであろうからです。それ

に向かって前進するのではなく、約束の地が彼らの周りに建てられて

いることでしょう！ 

しかし聖書は、我らが主による統治の別の側面についても言及してい

ます。「ハルマゲドン」、神の怒りの鉢、悪魔の地への到来、「偉大

なるバビロン」が陥落などという側面です。従って私たちは次のよう

に自問しなければなりません。 

「「黙黙示示録録ににああるる出出来来事事ににつついいててははどどううででししょょうう？？そそれれらら

はは私私たたちちににどどののよよううなな影影響響をを及及ぼぼししまますすかか？？

救救済済ののたためめににどどれれだだけけのの努努力力がが必必要要ででししょょううかか？？ももしし私私

たたちちのの努努力力がが十十分分ででななかかっったた場場合合はは？？

そそれれにに、、審審判判のの日日ににつついいててははどどううななののででししょょうう？？」」
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これらの思慮は何世代にもわたって人々を脅かしてきましたが、心配

する必要はありません。私たちが助けを求めた時に突然の殺戮が行わ

れることがなかったように、私たちが神に向かう途中で神からの予期

せぬ審判を受けることはありません。なぜなら、審判の日も動乱に満

ちた黙示録の出来事も、共に非常に限られた前後関係の中で起こるこ

とだからです。 
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神神聖聖なな救救助助

審審判判とと啓啓示示

生生命命へへのの鍵鍵はは、、

そそれれをを与与ええててくくだだささるる方方へへのの心心かかららのの感感謝謝でですす。。

それが生命への唯一の道筋であり、その要件なのです。神を信じるこ

とをためらう者に圧力がかかることもなければ、強制や脅迫もありま

せん。彼のすばらしい性質は日増しに明らかになるでしょう。そして

いずれは誰もが疑いなく魅力を感じるようになるでしょう。神は救済

を得やすくしてくださり、彼に断固として立ち向かう者にとってしか

不快に感じられることはないでしょう。 

審判の日も黙示録の出来事も、このような前後関係をもっています。

これらは善き心の持ち主の裁判なのではなく、世界を自分たちのため

に取り戻そうとする者たちの結果なのです。 

審審判判

神は、私たちの救助の時に真の正義を示してくださいました。

神は、使徒の時代以来預言者も信心深い国家も持たぬ人類が、

徐々に神から遠ざかって行くであろうことを事前にわきまえ

ておられました。私たちの孤立は、悪の知識を既に得た人類
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が神の愛を満たすのには、善の知識だけでは十分ではないこ

とを証明しました。彼は、私たちの最後の世代を責めるべき

ではないことを理解していました。私たちは、深く浸透し、

私たちの社会に固有な一部と化した独立心の被害者でした。

神は私たち個人を審判されることはありません。神が唯一下

された判断は、神なしに人類が生存することはできないと私

たちの支配者が自認したことの反響のみです。 

しかし、キリストの統治のもと、神の性質は世界で初めて確

立されるでしょう。私たちが過去に何を犯したかにかかわら

ず、そのことを会得した者は、ペトロが言及した真の救済に

徐々に自然に向かうでしょう。キリストご自身のニコデモに

対する次のお言葉は、このことに関して私たちを安心させて

くれます。 

「「神神はは世世をを深深くく愛愛ししててごご自自分分のの独独りり子子をを与与ええ，，だだれれ

ででもも彼彼にに信信仰仰をを働働かかせせるる者者がが滅滅ぼぼさされれなないいでで，，永永遠遠

のの命命をを持持ててるるよよううににさされれたたかかららでですす。。

神神ははごご自自分分のの子子をを世世にに遣遣わわさされれままししたたがが，，そそれれはは，，

彼彼がが世世をを裁裁くくたためめででははななくく，，世世がが彼彼をを通通ししてて救救わわれれ

るるたためめななののでですす。。 彼彼にに信信仰仰をを働働かかせせるる者者はは裁裁かかれれ

まませせんん。。信信仰仰をを働働かかせせなないい者者ははすすででにに裁裁かかれれてていい

まますす。。そそのの人人はは，，神神のの独独りり子子のの名名にに信信仰仰をを働働かかせせてて

いいなないいかかららでですす。。
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裁裁ききのの根根拠拠ははここれれでですす。。すすななわわちち，，光光がが世世にに来来てて

いいるるののにに，，人人々々がが光光よよりりむむししろろ闇闇をを愛愛ししたたここととでで

すす。。そそのの業業がが邪邪悪悪ででああっったたかかららでですす。。いいととううべべきき事事

柄柄をを習習わわししににすするる者者はは，，光光をを憎憎んんでで，，光光にに近近づづききまま

せせんん。。自自分分のの業業がが戒戒めめらられれなないいよよううににすするるたためめでですす。。

ししかかしし，，真真実実ななここととをを行行ななうう者者はは光光にに来来てて，，自自分分

のの業業がが神神にに従従っっててななさされれてていいるるここととがが明明ららかかにになな

るるよよううににししまますす。。」」

ヨハネによる福音書  3:16-21 

キリストは、これらの言葉により、恐れられる審判の日は、神がお与

えくださるものに感謝する者には下されないことをお示しになりまし

た。この免除は簡単に得ることができます。到達しなければならない

水準もなければ、最終目標もありません。信仰がいかに深く進展した

人であっても、彼らは独立の魅力に誘惑されることなく、単に神のも

とでの生命を重んじるため、安全です。 

審審判判へへのの道道にに関関すするる神神のの警警告告

対照的に、以前の慣習の方を好む人たちは、変遷をとげたこ

の世界では大変不安に感じることでしょう。彼らにとっての

有利が証明された優位をめざした競争や機会が提供されるこ

とはありません。神によるこの改革は、独立の体制に戻りた

い人たちにとってあまりに不快に感じられるでしょう。 
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2 つの別々の人間社会が生じるでしょう。善き心の持ち主は、

地球が浄化されたことに対して天に感謝するのに対し、改革

を遂げなかった人たちは、単に地球そのものを欲するでしょ

う。ヘブライ人がエジプトで唯一自由な土地で子孫を増やし

たように、神を愛する者は増え続けるでしょう。反抗者の本

質的な性質は物事を獲得することなので、この地を単に 2 つ

の別々の領地に分離することは不可能です。そして周囲の世

界が変遷していくのを傍観すると、彼らは古代エジプト人に

倣ってその世界を戦闘により取り戻そうとします。 

黙示録が存在する理由はこのことなのです：かつてアダムに発せられ

たように、独立を再び確立しようと試みた場合の結果を事前に警告す

ることです。トランペットがあげる大きな音と神の怒りの鉢は、彼ら

が進もうとする危険な道に対しての神の忠言です。同様に、ハルマゲ

ドンと最終攻撃の両方の記述は、反後者たちが自暴自棄になるにつれ、

彼らの行動がいかに必然的に暴力的なものになるかを事前に警告する

ものです。 

波波乱乱にに満満ちちたた道道ののりりのの啓啓示示

この反抗は、善人と悪人の両方の生活に混乱を引き起こすで

しょう。とはいえ黙示録は、神を愛する者を神が護り、本当
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は反抗的な心の持ち主ではない者を救ってくださるであろう

ことを私たちに保証しています。 

叱責されたにもかかわらず、真に強情の者は、考えをより強

固にするでしょう。神の性質の影響を阻止する方法が他にな

いことに気づくと、彼らは不死身である王の中の王に対抗す

るために、力を合わせて集合します。これがハルマゲドンと

して知られる行為です。 

ハハルルママゲゲドドンン —— エエデデンンのの再再体体験験

エデンの時代、独立は失望と死に至らしめるものであるとい

う神の警告が実証されなかったために、アダムは、独立を追

求することが許されました。独立の結果を予言したその警告

は、それらの結果が生じるまでは受け入れられることはあり

ませんでした。神がこれまでずっと正しかったことを遠い子

孫である私たちが自認するまでに、何千年もの年月が経過し

ました。 

しかし、我らが主の統治のもとで独立への同じ努力が再びな

される時は、状況は異なるでしょう。 

その際に、聖書のテーマはすでに実証されています。

今回は、何百万人もの人たちがキリストのもとで満足

して生活しているために、エデンの時のように人類全
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体が変革を求めるのではありません。創世記の反抗的

な監督者とは対照的に、王の中の王は反乱を支持しま

せん。アダムの時にあったようなコンセンサスは、今

回は生じないでしょう。さらに、「エデンの東」に値

するような、反抗者たちが追い込まれる広大な荒野は

存在しません。全世界が新たなエデンに変容している

のです。 

これらすべてについて、そして独立は死に至らしめるという

ことを認知しているにもかかわらず、古い時代を特色づける

競争と獲得への欲望は、彼らにとってあまりに強力な魅惑に

なるでしょう。 

独立の危険な結果としての行動の自由という愚か

なことにおぼれているという、ここれれここそそがが 22 つつ

のの性性質質間間のの相相違違点点ななののでであありり、「独立」自体

が相違点なのではありません。エデンからの人間

の没落を開始することになったこれらの特色は、

生命への道を歩む者たちによって選ばれた、健康

に満ちた存在のまさに対照的な事物です。 

したがって、反抗者たちは神聖な救助の当初に死から救われ

ましたが、生命への最後の足がかりであるキリストによる統
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治の下では、彼らはその死を再び導き入れるでしょう。地を

取り返すために彼らは精力的に努力するでしょうが、信者に

対して脅迫する死は、自分の罪の報いとなり、天は生命に向

けて歩む者を保護するでしょう。 

審判の日も黙示録の出来事のどちらも、忠実な者に悪影響を及ぼすこ

とはありません。反乱はすべての人に影響を及ぼしますが、天による

非難が神を愛する者にふりかかることはありません。こうして地から

反抗者がいなくなり、人類は千年の間、回復を享受するでしょう。こ

れが、天におけるキリストの共同統治者の「至福千年」です。その後、

悪魔が解放され、後悔しないことが判明すると、最終的に万能なる神

ご自身により追放されます。 

私たちが次のような鍵を保持する限り、こうした多難の時を通して天

による加護が保証されています。 

生生命命をを授授けけててくくだだささるる方方へへのの心心かかららのの感感謝謝。。

それは、間違いなく誰にでも手に入れることができるものです。そし

てキリストの統治が終わりに近づくと、その生命は威厳をもって地平

線に現れます。 
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神神聖聖なな救救助助

生生命命にに取取りり組組むむ

キリストの統治が終わりに近づくと、人々はその道程を振り返るでし

ょう。 

神聖な救助は私たちを気候変動危機から救い、私たちの回復を脅かす

あらゆる人間の特質から私たちを守ってくれるでしょう。神との友情

は、孤立よりもはるかに満足のいくものであることを私たちは実感す

るでしょう。そしてそれは、神による地球の創造が完成されるにあた

り、私たちが神の助手として地球を美しくするのに貢献できるという

特権を得ることにつながるでしょう。そして、万能なる神への私たち

の愛は、神が誠実に大切にされる贈り物なのです。 

我らが主は、私たちに悪影響からの心配がなくなるまで統治なさいま

す。使徒パウロは次のように書きました。 

次次いいででキキリリスストトのの御御世世
[[77]]
のの終終わわりりととななりりまますす。。そそののとときき、、

キキリリスストトははすすべべててのの支支配配、、すすべべててのの［［争争いいをを好好むむ］］権権威威

やや勢勢力力をを滅滅ぼぼしし、、神神とと父父にに国国をを引引きき渡渡さされれまますす。。神神ががすす

7  この引用はギリシャ語の原文に忠実に訳されており、原文で示される「end（終わり）」

は「キリストの御世の終わり」を指し、一部の翻訳で訳されている「世の終わり」

「終末」とは異なります。 
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べべててのの敵敵をを彼彼のの足足のの下下にに置置くくままでで，，彼彼はは王王ととししてて支支配配しし

ななけけれればばななららなないいののでですす。。最最後後のの敵敵ととししてて，，「「死死」」がが無無

にに帰帰せせししめめらられれまますす。。

コリントの信徒への手紙一  15:24-26 

地とその民の準備が完璧に整ったそのとき、キリストの統治は壮麗な

終末をとげるでしょう。途方もなく長い期間の末に、人類は万能なる

神ご自身を王として迎える準備ができたでしょう。 

安安全全かからら……生生命命にに！！

キリストの統治は人間の性質から私たちを回復させ、将来へ

向けた貴重な修行期間を与えてくださったでしょう。キリス

トと同様に、天にまします父のために身をつくす展望ととも

に、誰もが永続の生命を得ることでしょう。キリストは私た

ちを肉体的・精神的な死から救ってくださったでしょう。 

しかし、今度は万能なる神ご自身が、我らが主イエス・キリ

ストが信頼するのと同じ強烈な生命の味を私たちに与えてく

ださいます。単に存在するのと真に生きることの違いを体験

することで、私たちは、人類がこれほど長い間いかにして神

に頼らずに生きることに耐えてきたのか、不思議に思うでし

ょう。これらの孤立した長い年月は私たちの記憶から徐々に
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消え去るでしょう。そして私たちが神のそばにいる限り、私

たちはますます豊かで充実感のある人生に導かれるでしょう。 
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……ままととめめ

この本の第 1 部は神の介在を求める人類の呼びか

けについて説明し、第 2 部は神聖な救助の深さと、

その先に何があるかについて説明しました。 

最後の部分となる第 3 部では、私たちの時代の最

後の数日間に恐怖感を乗り越えるために、今日こ

のよき知らせがどのように私たちの助けとなって

くれるのかを説明します。 
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第 3 部 

—

神の介在 

における私たちの役割 
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感感謝謝
その呼びかけが天に届くのを待つ間、 

私たち一般人には何ができますか？ 

私たちの危急の時、神の聖霊は、神が私たちの救助を準備してくださ

ったことをはっきりと明かしました。物事がなぜ起きているのかを理

解した今、私たちに危険は及ばないという保証があり、この知らせは

私たち自身そして私たちの子孫の将来にとって計り知れない安堵とな

ります。神により発せられるすべての預言と同様に、その言葉の有益

さは私たちがそれに対してどのように反応するかによるので、それに

ついて考えれば考えるほど、私たちは安全に感じます。 

そしてこれが神の目標でした：私たちが先見の明の非常に貴重な利益

を今獲得し、危機に対する恐怖が私たちを取り巻く中、それにより、

その恐怖から自分たちを解放することです。 

安安堵堵！！

これまでの過去数十年間は、私たちの子孫にとってとても暗

い将来、ほかならぬ人類の絶滅！、私たちが愛するこの惑星

の破壊、切迫したハルマゲドンと神による審判といった、最

も暗い恐怖をもたらしました。しかし今、神の情け深さのお

かげで、私たちは楽に呼吸することができます。神のメッセ
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ージは、あらゆる国家が苦悶にさらされるまさにその時につ

いてイエスが使徒に対して語られた、次のような言葉と一致

しています。 

「「同同時時にに人人々々はは，，地地にに臨臨ももううととすするる事事柄柄へへのの恐恐れれとと

予予想想かからら気気をを失失いいまますす。。ななぜぜななららばば、、天天ののももろろももろろ

のの力力がが揺揺りり動動かかさされれるるかかららでですす。。そそののとときき彼彼ららはは，，

人人のの子子がが力力とと大大いいななるる栄栄光光をを伴伴いい，，雲雲ののううちちににああっっ

てて来来るるののをを見見るるででししょょうう。。

ししかかしし，，ここれれららのの事事がが起起ここりり始始めめたたらら，，ああななたた方方はは

身身ををままっっすすぐぐにに起起ここしし，，頭頭をを上上げげななささいい。。ああななたた方方

のの救救出出がが近近づづいいてていいるるかかららでですす」」

ルカによる福音書  21:26-28 

そうなのです、気候変動危機は継続するでしょう、そして支

配者たちが助けを求めるまで、多数の命が失われることでし

ょう。しかし、目前に救助が控えていることを知った今、私

たちは頭をしっかり掲げ、自信を持って将来に直面すること

ができます。地平線上に真の新しい時代が近づいています。 

将将来来をを楽楽ししみみににすするる

こうして自信と安堵を得た私たちは、あえてよりよい生活を

予見しようとする新鮮な目をもって世界を見つめることがあ

るかもしれません。天が私たちの行く道を支配するため、目
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的の欠如、不公平や生命の無用さといったものは、すべてが

改められます。私たちはほとんど将来の味を感じられるくら

いです。安心の感覚があまりにも確かなので、致命的な気候

変動危機が未だに活発であることを思い起こす必要があるか

もしれません。 

神の親切心により、これが私たちが持つ将来への新たな自信なのです

…それに実を結ばせるのに必要なのは、私たちが万能なる神に呼びか

けることだけです…
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私私たたちちははいいつつ

呼呼びびかかけけまますすかか？？
神の介在を求めて助けを呼ぶには、すべての国家に影

響を及ぼす、急激で大規模な変化が必要です。 

講演『不都合な真実』の中で、アル・ゴアは、だんだんと暖かくなり

続けるプールの中にいる蛙の例を挙げました。その蛙は、温度の上昇

がとても徐々なものだったので、上がり続ける温度をそれが熱くなっ

てさえも我慢しました。助けなしには、その蛙はものも言わずに熱に

負けて死んでしまったでしょう。 

急急激激なな変変化化

その蛙とは違い、私たちは少しずつの変化と急激な変化の両

方を体験するでしょう。私たちを取り囲む危険の深刻さにつ

いて私たちの目を覚ましてくれるのは、これらの急激な変化

です。 

ジェームス・ラブロック教授は、温暖化が進む北極圏を例と

して挙げ、それをコップの水の中に浮かぶ氷に例えました。

氷が溶ける際の水の温度は驚くべきほど冷たいままで、これ

は氷が少ししか残っていない時でさえもそうです。しかし、
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すべての氷が溶けてしまうと、水は急激に温かくなります。

同様に、北極圏で急激に温暖化が進むと、壊滅的な結果をも

って海水面、気象システム、しいては海流の進路にまで変化

が生じる可能性があります。 

極氷の減少、永久凍土層からの急激なメタンの発散、海洋機

能の崩壊、熱帯雨林の自然発火などは、多数ある潜在的で急

激な出来事で、そのそれぞれが、私たちが食い止めることが

できる能力をはるかに超えています。不作、氷河の溶解によ

る恒久的な干ばつや広範囲でおこる人々の移動などのより一

般的で比較的単純な災難でさえも、それによって私たちにか

かる負担は過大です。 

これらのうちの 1 つだけでも、私たちが助けを呼ぶのに十分なもので

す。そして有り難いことに、それを実行する意欲をもちあわせた世界

のリーダーが出現し続けています。 

政政府府のの高高位位高高官官のの懸懸念念やや気気遣遣いい

支配者の中には、彼らが何らかの理由から神によって高位高

官の地位に配置されたと固く信じている人（それを私たちが

疑う資格はありませんが！）、万能なる神が危機の時に彼ら
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の力を発揮させるためにわざわざ彼らのキャリアを策略によ

って動かしたと本当に信じている男女がいます。 

そのようなリーダーの多数は重大な日が到来する前にその地

位を離れてしまいますが、彼らが権力の座についている間に

果たすことのできる極めて貴重な役割があります。彼らの後

継者は誰に助けを求めるかを知り、彼らの職場は全能者に対

する自信を養い、神聖な救助を信頼し、躊躇なく神を尊重す

る意欲をもち、彼を最期の頼みの綱以上のものとして考える

必要があります。この尊重の基礎を築くそれぞれの支配者は、

極めて貴重な奉仕をしたことになります。その人たちが職場

を最期に去るとき、彼らは自分が将来を保護したことを自覚

しているでしょう。 

そして神に助けを求める統治者であることは、間違いなく他

に類のない特権ではありますが、基盤を築く人たちは、彼ら

の子孫よりも晴れやかに輝くことでしょう。ニネヴェの王は

後悔することで民を神の怒りから守りましたが、実際に聖書

で名前が記録されているのは王より以前の身分の低い使者で

あるヨナであることを心にとめておく価値があります。 

しかし、支配者であるか臣民であるかに関係なく、誰にでも今できる
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ことがあります。それは神の介在をより近いものにしてくれることで

す…
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私私たたちちのの稀稀でで神神聖聖ななるる特特

権権
私たちの時代においてまだ残されている年は、私たち

が信仰を示すことのできる最後の機会です。 

ヘブライ人への手紙では次のように述べられています。 

信信仰仰ととはは、、望望んんででいいるる事事柄柄をを確確信信しし、、見見ええなないい事事実実をを確確

認認すするるここととでですす。。昔昔のの人人たたちちはは、、ここのの信信仰仰ののゆゆええにに神神にに

認認めめらられれままししたた。。

信信仰仰にによよっってて、、わわたたししたたちちはは、、ここのの[[異異ななるる]]時時代代がが神神のの

言言葉葉にによよっってて創創造造さされれ、、従従っってて見見ええるるももののはは、、目目にに見見ええ

てていいるるももののかかららででききたたののででははなないいここととがが分分かかるるののでですす
[[88]]
。。

これは私たちの状況を完璧に言い表しており、付随する信仰は私たち

の恐れに対する防御手段なのです。同様の精神にもとづき、著者は過

去の著名な信者について記述しています。例えばアブラハム、ノア、

モーゼやその他多数がいます。約束されたメシアに対する彼らの信仰

により、彼らの名前は永久に記憶に残されることでしょう。彼らが神

8  本著の文書は原文のギリシャ語に忠実に訳されており、本章に記述されるとおり「神

の意図による『時代』」を表しています。 
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の意図の実行を担うにあたり、その信仰が彼らを維持し続けたのです。

著者は次のように締めくくっています。 

ししかかししななおお、、ここれれららのの人人々々はは皆皆，，そそのの信信仰仰にによよっってて証証しし

をを得得ななががららもも，，約約束束［［のの成成就就］］ににああずずかかりりまませせんんででししたた。。

神神ははわわたたししたたちちののたためめににささららにに勝勝っったたももののをを提提供供しし，，わわ

たたししたたちちをを別別ににししてて［［信信仰仰深深いい］］彼彼ららがが完完全全ににさされれるるここ

ととののなないいよよううににさされれたたかかららでですす。。

ヘブライ  11 

彼は、信仰よりも優れた「実際の成就」である、「約束されたメシア」

のことを言っているのです。イエス・キリストは、弟子に次のように

語られました。 

「「ししかかしし，，ああななたた方方のの目目はは見見るるゆゆええにに幸幸いいでですす。。ままたた、、

ああななたた方方のの耳耳はは聞聞くくゆゆええにに幸幸いいでですす。。ああななたた方方にに真真実実にに

言言いいまますすがが，，多多くくのの預預言言者者やや義義人人たたちちはは，，ああななたた方方がが見見

てていいるるももののをを見見たたいいとと願願いいななががららそそれれをを見見ずず，，ああななたた方方

がが聞聞いいてていいるる事事柄柄をを聞聞ききたたいいとと願願いいななががららそそれれをを聞聞かかなな

かかっったたののでですす。。

だだかからら、、 ……をを聞聞ききななささいい。。」」

マタイによる福音書  13:16-18 

イエスの時代ではなく、アブラハムの時代やノアの時代に生きること

を選択する人がいるでしょうか！ 
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私たちは、私たちの救助の約束が履行され、キリストの統治を目のあ

たりにし、初めて神ご自身の実在を経験するといった、その現実性に

非常に近づいています。イエスの弟子のように、神が介在なさるとき

に信仰の必要性はもはやなくなります。現実が私たちの前に現れるか

らです。これを知った今、その偉大な日が到来する前に私たちができ

る非常に貴重な奉仕があります。 

洗洗礼礼者者ヨヨハハネネのの精精神神

私たちの時代の最後の数日間は、私たちが神への真の信仰を

証明できる最後の機会です。メシアによる統治はすばらしい

ものになるでしょうが、私たちが今信仰を証明しないと、永

久の人生を通じて後悔することになるでしょう。 

私たちには、神は慈善心に富み友好的な方であると明言し、

神に近づくための自信を人々に与えることで、神が到来され

る前にその評判を輝かしいものにする機会があります。 

これこそが、洗礼者ヨハネがその奉仕において示された精神

です。そして、ヨハネは女性から生まれたもっと偉大な男性

だとイエスは宣言されましたが、彼を偉大にしたのはヨハネ

のメッセージでした。 
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「「ああななたた方方ははエエホホババのの道道をを備備ええよよ
[[99]]
。。そそのの道道路路ををまま

っっすすぐぐににせせよよ。。谷谷間間ははみみなな埋埋めめらられれ，，山山とと丘丘ははみみなな

平平ららににさされれねねばばななららずず，，曲曲ががっったたととこころろははままっっすすぐぐ

なな道道にに，，ででここぼぼここのの所所ははななだだららかかなな道道ににななららねねばばなな

ららなないい。。そそししてて肉肉ななるる者者ははみみなな神神のの救救いいのの手手だだててをを

見見るるででああろろうう」」

ルカによる福音書  3:4-6 

同様に、神による神聖な救助の知らせは、誰もが耳にするこ

とができ、神の奉仕の中で卓越したものに成長するのを見届

けることが可能な貴重な知らせです。 

機機会会のの時時

この種の基盤は後になってから取得することはできず、この

時宜を得た天との友情の類のない利益は、将来に作り上げる

ことはできないものです。信仰心の深いシメオンとアンナ、

「東方の三賢者」や洗礼者ヨハネ自身など、我らが主の到来

を予告する人たちに対して私たちが長いこと感嘆してきた精

神は、今、私たちのものになり得ます。 

9  イザヤ記  40:3-5。..日本聖書訳：『主の道を備えよ』（原文（KJV）） 
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これは極めてまれで神聖な特権であり、万能なる神と彼の息

子の両方の歴史的な歓迎を準備するという、私たちに与えら

れた機会です。 

イエスの描写にあるオイルランプを持った処女たちのように

信者のたいまつ持ちによって明るくされた天が近づく道中で、

私たちは輝きに満ちた壮観としてこの世界を天が目にするこ

とができるように準備することができます。私たち独自の

「アブラハムの信仰」により、彼が持っていたのと同じ次の

ような確信のことばを私たちは叫ぶでしょう。 

真真のの人人生生ととはは神神ととのの友友情情ででああるる

私たちの場合、恐怖は崩壊し、私たちの確信は成長するでしょう…

…しかし天は奇跡を見届けるでしょう。あまりに不安定でおそろしい

影響の下にある世界であるにもかかわらず、神の聖霊を歓迎する心、

神の評判が世界中で美しく輝くようにすることで神による神聖な救助

に対する地の序曲を創作した心を抑えることができませんでした。 
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補補遺遺

神の意図の単純さは、進化、預言の研究や「唯一の真の宗教」による

救済などの複雑さに比べて説得力がないように感じられるかもしれま

せん。そのため、これらやその他の質問に対する答えは、

www.worshipJehovah.org のページで付録として提供されています。 

最期に、私たちの感謝を述べましょう。 

万万能能ななるる神神よよ、、

我我ららのの天天ににままししまますす父父よよ、、

聖霊を通して神による神聖な救助の美しさと単純さを私たちに啓示し

てくださったことに感謝いたします。 

アアーーメメンン

http://www.worshipjehovah.org/
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